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厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所（
社
人
研
）は
四
月
、二

〇
七
〇
年
ま
で
の
日
本
の
将
来
推
計
人

口
を
公
表
し
た
。総
人
口（
外
国
人
含

む
、中
位
推
計
）は
二
〇
二
〇
年
の
一
億

二
、六
一
五
万
人
か
ら
二
〇
七
〇
年
に
は

八
、七
〇
〇
万
人
ま
で
減
少
す
る
。五
〇

年
か
け
三
一
％
減
少
す
る
。

　

日
本
の
人
口
は
一
八
六
八（
明
治
元
）

年
の
三
、三
三
〇
万
人
か
ら
増
加
を
続

け
、一
〇
〇
年
後
の
一
九
六
七（
昭
和
四

十
二
）年
に
一
億
人
を
突
破
し
た
。そ
の

後
、二
〇
〇
八（
平
成
二
十
）年
の
一
億

二
、八
〇
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
た
。人
口
の
減
少
＝
労
働
力
減
少
は
、

日
本
経
済
の
成
長
力
を
阻
害
す
る「
人

口
オ
ー
ナ
ス
」を
招
く
。

　

ち
な
み
に
、日
本
の
人
口
が
一
億
人
を

五
〇
年
後
の
姿
を
想
像
し
に
く
い
か
も

し
れ
な
い
。五
〇
年
と
い
う
年
月
が
余
り

に
も
長
期
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、自
分
事
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
だ
。ち

な
み
に
二
〇
七
〇
年
の
日
本
人
人
口（
中

位
推
計
）は
七
、七
六
一
万
人
ま
で
減
少

す
る
。

　

で
は
長
期
推
計
数
値
は
実
感
が
わ
か

な
い
と
い
う
な
ら
、目
先
の
数
字
で
見
て

み
る
と
ど
う
か
。厚
生
労
働
省
が
二
〇
二

二
年
十
二
月
に
公
表
し
た
、『
令
和
四
年

上
半
期
雇
用
動
向
調
査
結
果
』だ
。建
設

業
の
二
〇
二
二
年
上
期
の
入
職
者
数
は

一
三
万
五
、三
〇
〇
人
。対
し
て
離
職
者

数
は
一
二
万
二
、八
〇
〇
人
。一
万
二
、

五
〇
〇
人
の
入
職
者
超
過
と
な
っ
た
。た

だ
超
過
し
た
か
ら
と
言
っ
て
喜
ん
で
ば
か

り
は
い
ら
れ
な
い
。二
〇
二
一
年
上
期
と

比
較
す
る
と
、見
え
る
風
景
が
変
わ
る
。

入
職
者
数
は
前
年
同
期
比
で
四
万
四
、

二
〇
〇
人
、離
職
者
数
も
一
万
六
、七
〇

〇
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
入
職
超
過
数
が
前
年
同
期
比
較

で
四
万
人
か
ら
一
万
二
、五
〇
〇
人
ま
で

減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。も
の
づ
く
り
を

け
ん
引
す
る“
未
来
の
卵
”の
数
が
こ
の

一
年
で
大
き
く
減
っ
た
。更
に
入
職
超
過

突
破
し
た
の
は
、一
九
六
七（
昭
和
四
十

二
）年
。こ
の
年
の
年
齢
三
区
分（
〇
～

十
四
歳
＝
年
少
人
口
、十
五
～
六
十
四
歳

＝
生
産
年
齢
人
口
、六
十
五
歳
以
上
＝
老

年
人
口
）の
割
合
は
、二
四
・
四
％
、六

九
・
〇
％
、六
・
六
％
。担
い
手
の
生
産

年
齢
人
口
は
全
人
口
の
約
七
割
、七
、〇

〇
〇
万
人
弱
で
労
働
力
＋
労
働
力
予
備

軍
で
人
口
の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、二
〇
二
〇
年
の
日
本
人

人
口
の
年
齢
三
区
分
の
割
合
は
そ
れ
ぞ

れ
、一
二
・
〇
％
、五
九
・
〇
％
、二
九
・

〇
％
と
一
九
六
七
年
の
年
齢
区
分
構
成

と
は
明
ら
か
に
大
き
く
変
わ
っ
た
。具
体

的
に
は
、一
九
六
七
年
と
比
較
し
て
総
人

口
が
二
、三
〇
〇
万
人
ほ
ど
二
〇
二
〇
年

の
ほ
う
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、次
代

の
担
い
手
と
な
る「
年
少
人
口
」は
一
、

数
と
は
別
の
物
差
し
で
建
設
業
を
見
る

と
、ま
た
違
う
風
景
も
見
え
る
。

欠
員
率
は
拡
大
、高
止
ま
り

　

令
和
四
年
上
期
雇
用
動
向
調
査
結
果

の
う
ち
、一
六
産
業
別
の
未
充
足
求
人
状

況（
各
年
六
月
末
時
点
）を
見
る
と
、建

設
業
の
二
〇
二
二
年
上
期
の
欠
員
率
は

前
期
比
〇
・
三
㌽
上
昇
し
三
・
六
％
。一

六
産
業
で
二
番
目
に
高
い
数
値
だ
。職
業

別
未
充
足
求
人
の
欠
員
率
で
も
、建
設
・

採
掘
従
事
者
の
直
近
欠
員
率
は
、四
・

九
％
で
、輸
送
・
機
械
運
転
従
事
者
に
次

い
で
二
番
目
に
高
い
数
値
と
な
っ
た
。

　

た
だ
一
方
、建
設
業
は
産
業
別
比
較

で
入
職
者
数
が
離
職
者
数
を
上
回
る

「
入
職
者
超
過
」産
業
の
一
つ
で
も
あ

る
。そ
の
た
め
離
職
者
数
が
入
職
者
数
を

上
回
っ
た
、電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水

道
業
や
運
輸
業
、卸
売
り
・
小
売
業
、医

療
・
福
祉
な
ど
に
比
べ
一
見
す
る
と
、人

材
確
保
・
育
成
は
進
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

　

し
か
し
足
り
な
い
人
材
の
割
合
を
示

す「
欠
員
率
」や「
未
充
足
求
人
」と
い

う
別
の
物
差
し
で
建
設
業
を
測
る
と
、他

〇
〇
〇
万
人
ほ
ど
少
な
く
、高
齢
者
分

類
の「
老
年
人
口
数
」は
六
倍
近
く
ま
で

増
加
し
て
い
た
。（
二
〇
二
〇
年
以
降
の

年
齢
三
区
分
は
日
本
人
人
口
、二
〇
〇
八

年
ま
で
の
年
齢
三
区
分
は
総
人
口
で
あ

る
こ
と
に
注
意
。
）

　

先
行
き
の
労
働
力
数
を
示
す「
年
少

人
口
」の
減
少
と「
老
年
人
口
数
増
加
」

は
、ま
さ
に「
少
子
高
齢
化
」問
題
を
浮

き
彫
り
に
し
た
ほ
か
、日
本
が
人
口
増
加

を
成
長
力
の
糧
と
し
た「
人
口
ボ
ー
ナ

ス
」か
ら
、人
口
＝
労
働
力
数
減
少
が
成

長
を
阻
害
す
る「
人
口
オ
ー
ナ
ス
」に
直

面
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。

建
設
業
界
の
危
機
へ
の
備
え
は

　

社
人
研
の
推
計
そ
の
も
の
は
、五
年

産
業
以
上
に
厳
し
い
人
材
確
保
状
況
の

姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
つ
ま
り
、入
職
者
・
離
職
者
状
況
で
は

他
産
業
と
比
べ
入
職
者
超
過
が
続
く
優

等
生
的
な
産
業
で
あ
る
建
設
業
も
、見
方

を
変
え
れ
ば
必
要
人
員
を
確
保
で
き
て

い
な
い
割
合
を
示
す
欠
員
率
が
高
水
準

で
あ
る
と
い
う
、違
っ
た
風
景
を
映
し
出

す
。

　

政
府
、経
済
界
だ
け
で
な
く
各
産
業

界
が
、日
本
の
将
来
推
計
人
口
の
行
方
と

そ
の
内
容
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、

人
口
規
模
が
国
力
に
直
結
し
て
い
る
か

ら
だ
。言
い
換
え
る
と
人
口
減
に
よ
っ
て

国
力（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
＝
国
内
総
生
産
）は
縮
み

か
ね
な
い
。こ
の
構
図
を
打
開
す
る
対
応

策
の
一
つ
が
、生
産
性
向
上
だ
。労
働
力

（
生
産
年
齢
人
口
）が
減
少
し
て
も
、生

産
性
が
向
上
す
れ
ば
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
額
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
経

済
成
長
は
維
持
で
き
る
と
い
う
判
断
だ
。

先
進
国
が
取
り
組
む
移
民
政
策
が
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
た
め
選
択
肢
も
狭

い
。

　

し
か
し
い
ま
建
設
業
は「
二
〇
二
五
年

ま
で
に
現
場
の
生
産
性
二
割
向
上
」と
い

う
大
き
な
関
門
に
直
面
す
る
。人
口
減
少

に
一
度
の
国
勢
調
査
を
踏
ま
え
、定
期

的
に
公
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
、以
前
か
ら

様
々
な
切
り
口
で
対
応
が
進
め
ら
れ
て

い
た
。そ
の
な
か
で
、建
設
業
界
で
は
日

本
建
設
業
連
合
会
が
二
〇
一
五
年
、一

〇
〇
万
人
の
離
職
者
が
発
生
し
そ
の
対

応
と
し
て
生
産
性
向
上
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
柱
と
し
た『
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
』を
公
表
す
る
。建
設
業
界
で
も

大
量
退
職
時
代
を
迎
え
る
こ
と
へ
の
備

え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
も
の

だ
。

　

た
だ
今
回
の
将
来
推
計
人
口（
中
位

推
計
）で
、二
〇
二
〇
年
の
総
人
口
一
億

二
、六
一
五
万
人
が
二
〇
七
〇
年
に
は

八
、七
〇
〇
万
人
ま
で
減
少
す
る
こ
と
は

日
本
の
国
力
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
と
言
わ
れ
て
も
、多
く
の
人
は

と
高
齢
化
と
い
う
構
造
的
問
題
に
直
面

し
て
い
る
日
本
の
経
済
成
長
を
け
ん
引

す
る
た
め
、当
時
の
安
倍
政
権
は
、「
第

四
次
産
業
革
命
」「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
」の
冠
を
つ
け
、Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な

ど
、デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
活
用
を
柱

に
し
た
成
長
戦
略
へ
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込

ん
だ
の
が
七
年
前
の
二
〇
一
六
年
。国
交

相
は「
生
産
性
革
命
元
年
」を
宣
言
、そ

の
な
か
安
倍
首
相（
当
時
）は「
建
設
現

場
の
生
産
性
二
割
向
上
」を
表
明
、建
設

業
は
生
産
性
向
上
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

押
し
上
げ
ら
れ
た
。

　

た
だ
、二
〇
二
四
年
度
か
ら
の
時
間
外

労
働
時
間
の
上
限
規
制
適
用
へ
取
組
み

の
水
平
・
垂
直
展
開
が
道
半
ば
の
な
か
、

建
設
企
業
経
営
者
か
ら
は
期
限
ま
で
に

「
現
場
の
生
産
性
二
割
向
上
の
達
成
は
難

し
い
」と
の
見
方
も
拡
が
る
。

　

働
き
方
改
革
の
取
組
み
は
生
産
性
向

上
と「
コ
イ
ン
の
裏
表
」と
言
わ
れ
る
。

二
〇
二
四
年
度
か
ら
の
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
適
用
が
建
設
業
界
で
い

ま
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、コ
イ

ン
に
は
必
ず
裏
表
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

21 202023.06


